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　1月６日に行われる鎌倉時代から続く
伝統行事です。氏子から選ばれた2歳
～6歳の健康な男子4人が、親の介添
で一人づつ3回的場で弓を放ち、その
命中率によって農産物の豊凶を占う行
事です。最後の矢を放そうとしていま
す。さて結果は…？
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令和７年を迎え謹んで新年のご挨拶を申し上
げます。
旧年中は厳しい経営環境に見舞われながらも、
相模原法人会の事業運営及び事業活動に対し、
大変深いご理解と多大なご支援ご協力を賜り誠に
ありがとうございました。また、当会の歴史にとって
最も大きな節目である創立５０周年記念事業を恙
なく執り行うことができました。これも税務ご当局を
はじめ関係諸官庁並びに友誼団体、県下法人会
の皆様そして当会会員をはじめ多くの市民の皆様
のご支援ご協力の賜物と深く感謝申し上げます。
さて我が国経済は、長年続いてきたデフレからの
脱却が目前に迫ってきている中、日本銀行は昨年
物価上昇に対応して異次元の金融緩和を終了し、
17年ぶりの利上げを実施しました。そして今後も更
なる利上げを示唆しています。官民で取り組んでき
た賃上げも昨年は33年ぶりの高い賃上げ率を記
録し、株式市場では過去に記録した最高値を一時
更新するなど、日本経済の「失われた30年」を経
て、正常に向け着実に歩み出しているように思わ
れます。
しかしながら、我々中小・零細企業を取り巻く経
営環境は、幅広い業種での人手不足や原材料費
の高騰、円安進行など依然として厳しい状況が続
いております。
この様な情勢の中、法人会は昨秋に令和７年度

税制改正要望事項として、新たな財政再建目標の
策定や企業への保険料負担を抑制し経済成長を
阻害しない社会保障制度の確立、人手不足など厳
しい経営環境を踏まえた企業の活性化に資する税
制改革等、地域経済活性化の中心的な役割を担う
我々中小・零細企業が地方創生を支える観点から、
事業承継を含めきめ細かな税財政上の支援を政府
や自治体・政党などに強く要望いたしました。
更に、本年も税務面や経営面での有益な情報を
積極的に皆様へ供与すると共に、法人会の特性で
ある異業種交流の効能を活かすため、企業経営に
必要な情報交換の機会をこれまで以上に提供し、
会員企業の経営環境の改善に最大限尽力して参る
所存です。
相模原法人会創立５０周年を経て、更に飛躍す
べく税のオピニオンリーダーとしての活動はもとよ
り、会員の経営力向上を支援する各種研修会、ま
た地域に密着した社会貢献活動など、相模原市内
全域を管轄として積極的に取り組んでまいります。
つきましては、会員の皆様並びに関係諸団体の
皆様、更には広く市民の皆様の尚一層のご支援ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
最後に、皆様の令和７年が幸多き年となりますよ
うご祈念申し上げると共に、会員企業の益々のご
繁栄をご祈念申し上げまして新年のご挨拶とさせ
ていただきます。

令和7年元旦

令和7年 初春
年頭のご挨拶

新倉 裕
公益社団法人相模原法人会 会長

創立50周年を経て
更なる飛躍を目指す



令和７年の年頭に当たり、公益社団法人相模原法人会の
皆様方に謹んで新年の御挨拶を申し上げます。
新倉会長をはじめ、役員並びに会員の皆様方には、日頃

から税務行政全般に対しまして、格別の御理解と多大なる
御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
昨年は、相模原法人会創立50周年という節目の年であ

り、記念事業として多くの活動に取り組んでいただきました。
また、10月17日には創立50周年記念講演会及び記念式典
が盛大に執り行われ、大成功を収められました。皆様方に
とっても記憶に残る素晴らしい１年になったのではないで
しょうか。
50周年記念事業以外にも、各種税務研修会の開催や、
女性部会の皆様方による税に関する絵はがきコンクールの
募集活動、租税教室をはじめとする租税教育活動など、税
知識の普及及び納税道義の高揚に資する活動に御尽力い
ただきました。また、青年部会の皆様方におかれましては、
11月７日に「全国青年の集い　福井大会」におきまして、東
京局連代表として租税教育活動プレゼンテーションを実施
していただきました。「ワクワク！！税金体操第一」をはじめと
する皆様方のオリジナリティある活動が全国の法人会に広
く周知されたことかと存じます。
本年もこの勢いのまま、是非様々な活動に積極的に取り
組んでいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
さて、税務当局といたしましては、昨年から引き続き本年

も税務行政のデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の推
進に取り組んでまいります。まもなく確定申告の時期に入り
ますが、給与所得者の方については、「給与所得の源泉徴
収票」の情報を確定申告書に自動入力させることができる
ようになっております。そのためには、給与支払者である法
人の皆様方が源泉徴収票をe-Taxで提出していただく必
要がございますので、相模原法人会の皆様方におかれまし
ては、「給与所得の源泉徴収票」のe-Taxによる提出に是
非御協力いただきますようお願い申し上げます。
結びにあたり、公益社団法人相模原法人会の益々の御発

展と、会員の皆様の御健勝並びに御事業の御繁栄を心から
祈念いたしまして、新年の御挨拶とさせていただきます。

令和7年の年頭に当たり、謹んで新年の御挨拶を申し上
げます。
公益社団法人相模原法人会の皆様には、旧年中、税務
行政をはじめ本県の行政全般にわたり、格別の御理解と御
協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
貴会におかれましては、日ごろより、税務相談や税務研修
会、広報誌による税情報の公開、小中学校生を対象とした
租税教室、さらには税に関する絵はがきコンクールの実施
など、多岐にわたり税の啓蒙と納税意識の向上を目的とし
た活動に熱心に取り組んでいただいており、重ねて御礼申し
上げます。
さて、令和７年の干支は乙巳（きのとみ）ですが、乙（きの

と）とは「草木がしなやかに伸び、横に広がっていく様子」、
そして、巳（み）は「へびが脱皮を繰り返すことから不老不死
のシンボル」とされるため、乙巳の年は、再生や変化を繰り
返しながら柔軟に発展していく年と考えられるそうです。
県では、令和６年度より総合計画「新かながわグランドデ

ザイン」に基づき各種施策を推進しておりますが、災害対策
や子ども・子育て支援、脱炭素社会の実現など、日々、様々
な行政課題が生じており、乙巳が意味するように柔軟かつ
的確な対応が求められています。
今日、神奈川県においては明らかな人口減少の局面に入

り、今後、労働者人口が減少し、更には消費者の減少に伴っ
て経済活動の規模縮小もリスクとして想定され、それに伴う
県税収入の減少も、その可能性は否定できません。
しかし、そうした大きな変化が想定される中においても、
今後、神奈川県が直面する様々な行政課題への対応を、
財源である県税が長期的に下支えしていくためには、貴
会の会員の皆様の引き続きの御理解、御協力は不可欠で
あります。
今後も末永く、県の税務行政はもとより県政全般にわた

り、お力添えいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
結びに当たりまして、公益社団法人相模原法人会の
益々の御発展と会員の皆様の御健勝並びに御事業の御
繁栄を心から祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていた
だきます。

浅場　周加々 美 幸和

相模原県税事務所長相模原税務署長

令和7年◆ 新年のご挨拶　

柔軟に発展していく年に税務DXで迎える新たな時代



令和6年度　納税表彰

令和6年11月14日（木）　於　けやき会館大樹の間

令和6年10月23日（水）

於　三田共用会議所講堂

納税道義の高揚と正しい税知識の普及や税制行政の円滑な運営に

貢献される等の功績があった方々が表彰されました。

国税庁長官表彰

相模原税務署長表彰

相模原税務署管内団体長会会長感謝状 相模原県税事務所長表彰

当会からの受彰者
荒井 優子／髙𣘺 英樹

山際 華代子

当会からの受彰者
鎌倉 慎一郎／髙橋 幸一

池田 成江／公益社団法人相模原法人会

当会からの受彰者
山口 晴康／矢部 浩司
麦島 真澄／佐藤 文則

新倉　裕

当会からの受彰者
春原 正明

相模原税務署長感謝状

令和6年11月22日（金）

於　神奈川県庁本庁舎3階大会議場

神奈川県知事表彰

藤本 都子

（敬称略）



創立50周年記念事業

記念講演会

　公益社団法人相模原法人会は令和6年に創立50周年を迎えることができました。
　日頃の感謝を地域の皆様への形として記念講演会を相模原市民会館ホールにて開催いたしま
した。
　また、多くのご来賓にご臨席をいただき、記念式典、第13回絵はがきコンクール表彰式、記念祝
賀会を執り行いました。

令和6年10月17日

テーマ：高橋英樹の歴史はおもしろい！～歴史上の人物を演じた視点から～
講　師：俳優 高橋 英樹 氏

　高橋英樹さんと娘の高橋真麻さんの親子対談が行われ

ました。英樹さんは真麻さんが幼い頃、たくさん食べさせ

て太らせてしまったエピソードを披露。真麻さんは2児の

母で、「孫が成人するまで父には元気でいてほしい」と願い

を伝えました。英樹さんは礼儀に厳しい一面もあり、真麻

さんは両親の愛情と厳しさに感謝していることや、英樹さ

んは妻への感謝も述べ、いまでも仲良く手をつないでいる

ことを明かしました。対談は笑いと拍手に包まれ、温かい

雰囲気で締めくくられました。

俳優 高橋 英樹 氏
フリーアナウンサー 高橋 真麻 氏

　高橋英樹さんの講演会は、女性が多い会場に配

慮し、当初のテーマを変更して『歴史を盛り混み

つつ芸能界の裏話、自身の歴史など』に寄せて始

まりました。芸能生活63年の経験を語り、会場を

笑いで包みました。高校時代に、父親の勧めで日

活のオーディションに合格し、俳優の道を歩むこ

とになったことや、時代劇での活躍や、歴史上の

人物を演じることが元気の源であると語り、会場

は感嘆の声と笑いで溢れました。趣味として城や

刀、書道、美術にも熱心に取り組み、講演会は桃太

郎侍の名セリフで締めくくられました。

講
演

対
談



Ⅲ

昭和19年生まれ。高校在学中の昭和36年5月日活ニューフェー
ス5期生として日活入社。『高原児』でデビュー以後、『激流に生き
る男』、『男の紋章』シリーズ『けんかえれじい』、『戦争と人間』、
『伊豆の踊り子』等映画黄金時代に多数出演。NHK『鞍馬天狗』、『国
盗り物語』、テレビ東京『織田信長』、テレビ朝日『遠山の金さん』、
日本テレビ『桃太郎侍』、テレビ朝日『三匹が斬る』等で時代劇ス
ターとしての地位を確立している。

高橋 英樹

プロフィール

高橋 真麻

フリーアナウンサー。昭和56年10月9日生まれ、東京
都出身。O型。グレープカンパニー所属。平成16年、フ
ジテレビにアナウンサーとして入社。平成25年、同局
を退社。以降、バラエティ番組や報道番組で司会を務
めるなど活躍。

　記念講演会終了後、場所を相模原市立産業会館へ移し創立50周年記念式典を執り行いました。冒頭に当会の50年

を振り返る動画を上映後、多数のご来賓の皆様を代表して以下の４名の方にご祝辞を頂戴いたしました。その後、永

年役員、歴代副会長、協力保険会社へ感謝状を授与いたしました。

　税に関する絵はがきコンクール表彰式終了後、会場をけやき会館大樹の間へ移し創立50周年記念祝賀会を行いま

した。多数のご来賓及び会員の皆様にご出席いただき交流を図りました。

　また、ご来賓の皆様を代表して以下の３名の方にご祝辞及び乾杯のご発声をいただきました。

相模原税務署 署長 加々美 幸和 様

相模原市自治会連合会 会長 竹田 幹夫 様相模原市議会 副議長 大崎 秀治 様 相模原商工会議所 副会頭 一ノ瀬 裕 様

相模原県税事務所 所長 浅場　 周 様

相模原市 副市長 石井 賢之 様 一般社団法人神奈川県法人会連合会 会長 高橋 伸昌 様

記念式典

記念祝賀会



　税に関する絵はがきコンクールは租税教育活動の一環として、わが国の将来を担う子供たちに税を正しく認識し

てもらうとともに、図画学習にも貢献するため、公益社団法人相模原法人会の女性部会が主体となり、学校生活の夏

休みの宿題の一つとして相模原市内の72の小学校６年5,413名及び私立小学校2校を対象に実施致しました。

　応募者20校228名の中から、相模原税務署・相模原県税事務所及び女性部会で組織した審査会において優秀作品を

選考し、受賞者ご本人及びご家族の皆様を招待し、表彰式を行いました。

受賞者には、賞状と記念品が贈呈されました。

入賞作品を会場に掲示し、一般の皆様にもご覧いただきました。 審査会で厳正なる審査を行いました。
小学生ならではの個性的な作品が多く寄せられました。

第13回第13回
ぜい かん

税に関する税に関する
ぜい かん

ええ



税務署長賞
市立清新小学校  河西 陽菜 様

相模原市長賞
市立清新小学校  森 はるか 様

相模原法人会会長賞
私立LCA国際小学校 大山 桂旦 様 市立旭小学校 齋藤 愛美華 様

相模原法人会女性部会長賞

教育長賞
市立清新小学校  芦沢 咲蘭 様

県税事務所長賞
市立緑台小学校 田栗 美羽 様

入賞
作品



● 税に関する事業　● 企業の発展に資する事業
● 社会貢献事業　● 会員交流事業

内容／国税当局の取り組み（国税よもやま話）
講師／相模原税務署署長 加 美々幸和氏
場所／相模原法人会館 会議室

署長を囲む座談会

女性部会・
青年部会

10/21（月）

内容／法人会のPR活動、お菓子の配布等
場所／相模大野北口商店街

さがみおおの
ハロウィンフェスティバル参画

大野南支部

10/27（日）

テーマ／年末調整のしかた
講師／相模原税務署源泉担当官、
　　　相模原市役所市民税課職員
場所／相模原法人会館 会議室

税務研修会

税制委員会

10/29（火）

内容／日の出桟橋クルージング、
　　　キリンビール横浜工場見学等

日帰り研修会

女性部会

11/6（水）

内容／税金クイズ、1億円の重さ体験
場所／相模原総合補給廠一部返還地

潤水都市さがみはらフェスタ参画

中央北支部

11/2（土）・
11/3（日）

内容／東京局連（4県）の代表として
　　　「ワクワク！！税金体操第一」の
　　　事例発表を行い、奨励賞をいただいた。
場所／フェニックス・プラザ、サンドーム福井

全法連
全国青年の集い福井大会及び
租税教育プレゼンテーション

青年部会

11/7（木）・
11/8（金）

内容／相模原商工会議所青年部、
　　　市内商工会青年部とのゴルフコンペ
場所／神奈川カントリークラブ

SS会

青年部会

11/14（木）
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内容／税金体操、税金クイズ、1億円の重さ体験等
場所／県立津久井湖城山公園 水の苑地

つくい湖湖上祭への参画

青年部会

11/17（日）

テーマ／国難襲来す！この難局を乗り切る腹構え
講師／感性論哲学者 行徳哲男氏
場所／相模原法人会館 会議室

合同セミナー

大野中・
相模台支部

11/14（木）

内容／長野県臼田リンゴ園でりんご狩りと食事会

親睦バス旅行
中央北支部

11/17（日）

テーマ／夢を叶えるボディメイク
講師／RIZAP指導員
場所／相模原法人会館 会議室

第2回健康経営対策研修会

青年部会

12/17（火）

内容／会員交流カラオケ大会
場所／杜のホールはしもと8階多目的室

カラオケ大会

橋本支部

11/26（火）

内容／衆議院議員 赤間二郎氏・長友克洋氏・
　　　大塚小百合氏
　　　相模原市長 本村賢太郎氏
　　　市議会副議長 大崎秀治氏へ
　　　令和7年度税制改正に関する提言事業を
　　　行った。
場所／あかま二郎事務所・
　　　相模原法人会館 会議室・相模原市役所

令和7年度税制改正に関する提言

税制委員会

11/18（月）・
22（金）・29（金）
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●中央区田名にある障がい者支援
施設「たんぽぽの家」を訪ねまし
た。カラオケで歌っている方がいた
り、お散歩中の方がいたり、穏やか
な雰囲気ですね。
●ここでは障がいのある方が100人
ほど暮らしていて、障がいの程度が
重い方や高齢の方に入浴・排泄・
食事介助などの支援をしていま
す。ご自宅で暮らす障がいのある
方が短期入所やデイサービスで利
用することもできますし、ご家族や
地域の方からの相談ごとにも対応
しています。私が理事長を務める
社会福祉法人「相模福祉村」の中

のでしょうか。
●季節ごとにいろいろ交流していま
すが、一番盛り上がるのは夏祭りで
すね。模擬店やくじ引きなどに加え
て、前回はスタッフがUSJで人気の
ゾンビ・デ・ダンスをステージで披露
しました。いつも会う子ども達が大
喜びしてくれて、大成功でしたね。
●スタッフの皆さん、とてもパワフル
ですね。
●本当にそう思います。一生懸命、前
向きに働いてくれるので、私もパ
ワーをもらっています。
●施設内で利用者の皆さんが笑顔
で「源太郎さん！」と呼んでいたの

で、一番最初にできた施設なんで
すよ。
●玄関を入ったら、スタッフの方や利
用者の皆さんが元気に挨拶をしてく
れました。とても活気がありますね。
●私は、福祉の仕事は「ファンづくり」
が大事だと考えているんです。毎
朝、私も含めてスタッフみんなで、
地域の清掃や田名小学校の通学
路で旗振りのボランティアをしてい
るんですよ。
●「おはよう！」と明るく声を掛けても
らっている子ども達は、確実にファ
ンになりますよね。子ども達など、地
域の方が参加できるイベントもある

16　　はやぶさ

・・・太郎 ・・・赤間 源太郎さんinterview

たんぽぽの家
社会福祉法人 相模福祉村 障がい者支援施設

田 名 支 部
障がいのある方が
元気に自分らしく暮らす 地域福祉の拠点

1966年相模原市生まれ。大学卒
業後、アメリカを拠点に起業の
準備をしていたところ、相模福祉
村の創設者である父・赤間一之
さんに請われて福祉の道へ。
ISO9001の取得、施設内託児所
の創設など、先駆的な取り組み
を実践している。

赤間 源太郎 さん
あかま     げんたろう



●少し専門的な話ですが、これから
の障がい者福祉は自己決定が大
事になります。利用者の皆さんが、
自分が何が好きか、どういう時に
楽しいと感じるかを考える機会に
もなればと考えています。
●障がい者福祉の世界もどんどん
新しくなるんですね。赤間さんご自
身の今の夢は何ですか。
●2026年4月に、たんぽぽの家が新
しい建物にリニューアルするので、
それが楽しみです。
●どのような新施設になるのでしょ
うか。
●今は２～４人部屋ですが、新しい建
物では１人１部屋になります。実
は、たんぽぽの家の創設者でもあ
る先代の理事長が「いつか、みん
なが個室で暮らせるようにするか
らね」と利用者の皆さんと約束を
していたんです。ようやく約束が果
たせると思うと、感慨深いです。
●相模福祉村として、夢が叶うリ
ニューアルなんですね。
●地域の方々の憩いの場となるカ
フェも作る予定です。完成したら、
ぜひいらしてください。
●皆さんの明るい笑顔に会いに、ぜ
ひ伺いたいと思います。本日は、あ
りがとうございました。
                              

が印象的でした。理事長として皆さ
んと接する中で、最近嬉しかったこ
とは何ですか。
●利用者の方が「ダイバーシティに
行ってきたよ！」と喜んでくれたこと
です。今、たんぽぽの家では「みん
なの夢をかなえよう」プロジェクトを
実施しているんです。以前は、施設
からの遠足はバスを借り切って集
団で移動していましたが、2～3人
単位のグループで自分の行きたい
場所に行くスタイルに変えました。
●それでダイバーシティだったんです
ね。
●そうなんです。ディズニーランドに
行った人もいますし、推しの韓流ア
イドルのブロマイドを買うために新
大久保へ出かけた人もいます。
●とても楽しそうですね。

●所在地／
　神奈川県相模原市中央区
   田名6769 -2
●電話／042-761-7788

利用者の方々と談笑する赤間理事長。「源太郎さん！」と呼ばれて親しまれており、笑顔が絶
えない。

写真（上）一針ずつ刺繍をする利用者
の方。午前中は、それぞれが得意な作
業に集中する。
写真（下）ボールペンの組み立て作業。
製品として有償で納品し、社会参加を
している。

写真（上）利用者が手作りしたビーズ細工の
ブローチ。繊細な色合いが美しく、人気商品。
写真（下）季節に合わせて、さまざまな手芸作
品を製作・販売している。

障がい者支援施設　
たんぽぽの家

田名
田名四ツ谷

54

48

相模原市立
田名小学校　

相模原市立
田名中学校　

水道みち緑道　

水
道
みち
緑
道
　

八 瀬 川

セブンイレブン

神奈川県立
相模田名
高等学校

相模原福祉村
（社会福祉法人）
たんぽぽの家
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情報公開に同意された方のみ掲載しています。
18　　はやぶさ

* 相模原法人会からのお知らせ *

新会員紹介 令和6年10月・11月

法人名等 業種 代表者氏名 所在地 支部・地区等

株式会社マツダロジスティックス
合同会社上杉電気通信
特定非営利活動法人相武館スポーツクラブ
株式会社葉山クリエイトおそうじ本舗相模原上溝店
三和精機工業株式会社
有限会社山岸産業
ＨＯＬＤ司法書士事務所
株式会社航建設
串カツきよたか
株式会社ＨＫ

運送業
電気工事業
福祉
サービス業
プラスチック製品製造業（別掲を除く）
建設業　
司法書士
建設業
飲食サービス業
製造業（ヘアゴム製造）

松田　    稔
上杉　  拓司
吉田　    勝
関　     伸司
佐々木 克己
山岸　    稔
染谷　  耕平
森田　  航希
榊原　  清貴
甘利　  敦子

相模原市中央区富士見４－６－１１
相模原市緑区橋本台２－９－６
相模原市緑区相原１－２１－１５
相模原市中央区上溝５－１－１６
相模原市緑区名倉１２０５－１　　　　
相模原市緑区三井６８９
相模原市中央区中央３－１２－３相模原商工会館本館３階
相模原市南区南台４－１３－２１パーソナルハイツ相模原１０３
相模原市南区上鶴間７丁目５－１１
愛甲郡愛川町半原４１７７

中 央 南
橋 本
橋 本
上 溝
津 久 井
津 久 井
賛 助 会 員
賛 助 会 員
賛 助 会 員
賛 助 会 員

パリ五輪のスケートボードで金メダルを獲得した相
模原市立小山中学校3年の吉沢恋さんが11月12日、
相模原税務署で一日署長を務めました。
　税を考える週間（11～17日）に合わせたイベントで、
吉沢さんは加々美幸和税務署長から委嘱状とたすき
を受け取り、署内を視察。スマートフォンを使って確定
申告ができる「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」
など税務行政のデジタル化について担当官から説明
を受けました。
　「税務署とは今まで関わったことがなく、未知な場所
だった」とコメント。また、「賞金をもらったときに税金で
引かれちゃって、最初はなんでだろうと思った。でも安
全に日本で暮らせるのは税金のおかげ。これからも活
躍して賞金をもらったら、少しずつでも税金を納めてい
けたらと思います」と話しました。
　このイベントには相模原市内の税務協力６団体が
出席し、金メダルや実際にパリ五輪で使用したスケー
トボードを各々観覧していました。

パリ五輪のスケートボード金メダリスト
吉沢 恋さん相模原税務署一日署長



読 者 プ レ ゼ ン ト

●A2サイズ

今 す ぐ ハ ガ キ か F A X で ！ 応募締切り令和7年1月31日（金）

①希望商品名：どちらか1つ「高橋 英樹氏・真麻氏サイン色紙」「相模原の風景カレンダー」②郵便番号 ③ご住所 ④法人名
⑤お名前 ⑥電話番号⑦「広報誌はやぶさ」に関するご意見、ご感想など　  

下記の内容をご記入の上、相模原法人会事務局までFaxまたはハガキでお申込みください。

◎当選発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。また、ご感想などをご紹介させていただく場合がございます

プレゼントはどちらか1つを選んでお申し込みください

提供元：株式会社P栄文舎
〒252-0157　
相模原市緑区中野545
TEL：042-784-1185  FAX：042-784-6637
URL：https://www.eibunsha.co.jp●サイズ：29.7㎝×21㎝

ＴＥＬ.042-755-3027 ＦＡＸ.042-753-3273  
〒252-0236 相模原市中央区富士見6-13-16　
http://www.sagamiharahojinkai.or.jp

公益社団法人 
相模原法人会事務局

会議室のご利用・プレゼントのお申込み、
タオル等のご寄付、広告の同封、
本誌に関するお問合せやご感想は
こちらまでお寄せください。
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会議室ご利用のご案内

 「広報誌はやぶさ」に、
 貴社の広告を同封いたします。

《封入広告》

：

：

：

：

角2封筒に入る大きさ
（A4版、B4・A3版二つ折りまで可）

会員に配布するに相応しい内容であること
発行部数印刷、寸法に合うこと

33,000円（1回）

封入希望発行月より1ヶ月前までにご連絡
ください。

寸 法

内 容

料 金

お申込み

《発行内容》
：

：

3,200部

隔月（5・7・9・11・1・3月）

部 数

発 行 日

会員のみなさまに隔月でお届けしております「はやぶさ」に、
貴社の広告を一緒に封入することができます。
どうぞご利用ください。

法人会館の会議室を
 ご利用いただけます。
会員の方はもちろん、一般の方も会議や研修会等に
ご利用になれます。土日祝祭日のご利用も可能です。

会議室ご利用のご案内

無料
会員料金
 一般料金

◎当会の支部地区等の役員会・研修会
◎会員会社でのご利用
◎会員以外の方のご利用

本誌同封広告のご案内

※使用に際して、物品等の販売及び公序良俗に
　反した内容のご利用はできません。

※予約状況の確認はHPにてご覧いた
だける他、お申込みも可能です。
   右のQRコードをご利用ください。

10名様にプレゼント!５名様にプレゼント!
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E-mail：info@marushou-sangyou.co.jp

代表取締役  荒井 優子
〒252-0327 神奈川県相模原市南区磯部 1929
TEL.046-251-1263 FAX.046-251-1378

株式会社章栄石油

小池 重憲

本　　社　
〒252-0332 神奈川県相模原市
南区西大沼 1-18-2
TEL ０４２－７５４－８１８１（代）　
FAX 042-754-8035
町 田 支 店 TEL 042-792-5775  
横浜営業所 TEL045-983-8431
http://www.koikesetsubi.com 
E-mail:koike@koikesetsubi.com

一級管工事施工管理技士
一級土木施工管理技士

代表取締役

東京都・横浜市　神奈川県企業庁
相模原市　座間市・愛川町

広域上下水事業者

粕 谷　良

http://www.ozakirika.co.jp

https://ishihara-gumi.co.jp/ E-mail/info@ishihara-gumi.co.jp
FAX／778-2098

代表取締役  春 原 正 明
本社　　　〒252-0318  神奈川県相模原市南区上鶴間本町5-26-5
         　　TEL 042-743-2825（代）FAX 042-745-5623
座間支店　〒252-0015 神奈川県座間市南栗原6-25-45-203
       　　  TEL 046-266-1862    FAX 046-244-6613
海老名支店　〒243-0405 神奈川県海老名市国分南1-11-6 フレクション海老名国分204号
       　　  TEL 046-240-7315    FAX 046-240-7317

タカチホ産業株式
会社

株式会社 みらい

代表取締役　小口伸夫
〒252-0344 神奈川県相模原市南区古淵 2-18-3 ヤママサ第 1ビル 4階
TEL 042-711-7001/FAX 042-711-7002  E-mail nobuo@mira1.jp

専務執行役員
神奈川本社社長
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石に魂を刻み続けて三百五十年

十代目
代表取締役社長

髙橋石材店創業延宝三年 株式
会社

〒252-0159 神奈川県相模原市緑区三ヶ木427-3
TEL 042-784-0208 FAX 042-784-2293 mail info@takahashi-sekizai.co.jp

http://yoshihara-ballet-gakuen.com

理事長

〒252-0344 相模原市南区古淵5-22-13
TEL 090-1536-2314 FAX 050-3488-5953
mail:info.kyoeiglass@gmail.com HP:www.kyoeiglass.com

工事部　一級硝子施工技能士
　　　　ガラスマイスター

館脇　智幸
tatewaki             tomoyuki

代表取締役社長

〒252-0303 神奈川県相模原市南区相模大野 3-1-7 
TEL.０4２－７４７－５５５０　FAX.０4２－７４７－５５０８
http://comty.jp  E-mail:kotani@comty.jp

小谷  圭一


